
平成２７年度 第３回中野区総合教育会議 

 

１ 日  時  ９月４日（金） 開会：午前１１時００分 

閉会：午前１１時３２分 

 

２ 場  所  区役所第１１・１２・１３会議室 

 

３ 出 席 者 （構成員） 

田中区長、田辺教育長、渡邉教育委員、田中教育委員、小林教育委員、

増田教育委員 

       （関係職員） 

 川崎副区長、本田副区長、髙橋政策室長、篠原経営室長、奈良子ども教

育部長・教育委員会事務局次長、海老沢政策室副参事（企画担当）、森 

政策室副参事（基本計画担当）、朝井経営室副参事（経営担当）、辻本子

ども教育部・教育委員会事務局副参事（子ども教育経営担当）、杉山指導

室長 

       （事務局） 

        経営室経営担当職員 

 

４ 議  題  (1) 中野区教育大綱について 

 

５ 傍聴人数  ７人 
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６ 議事経過 

【午後１１時００分開会】 

 

［経営室長］ 

 それでは、ただいまから第３回中野区総合教育会議を開催させていただきます。 

 教育委員の皆様におかれましては、お忙しい中、どうもありがとうございます。 

 申し遅れました。私、この７月に経営室長に着任いたしました篠原でございます。今回

からこの会議の進行を務めさせていただきます。どうかよろしくお願いを申し上げます。 

 また、７月１４日付でございますが、本田副区長が就任されておりますのでご紹介を申

し上げます。 

 

［本田副区長］ 

 本田でございます。よろしくお願いいたします。 

 

［経営室長］ 

 それでは、本日の予定を説明させていただきます。次第にもありますとおり、本日の議

題につきましては「中野区教育大綱について」でございます。事務局からお手元に配付い

たしました資料につきましてご説明した後、ご協議をお願いしたいと考えておりますので、

よろしくお願いを申し上げます。 

 それでは、早速、本日の議題に入らせていただきます。「中野区教育大綱について」を議

題に供します。 

 前回の会議で大綱策定の大枠をご説明させていただき、ご意見をいただきました。今回

も前回に引き続きましてご意見をいただきたいと考えております。本日、追加の資料を用

意してございますので、担当の政策室副参事（企画担当）から説明をお願いします。 

 

［政策室副参事（企画担当）］ 

 それでは、私から説明させていただきます。政策室副参事（企画担当）海老沢憲一と申

します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 先般６月の総合教育会議におきまして、教育大綱を作っていくに当たりまして、全体の

イメージをお示しいたしまして、議論をいただいたところでございます。その中で、大綱
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の対象や目指す人物像、方針の項目といった全体のイメージを議論していただいたという

ことになります。 

 その後、教育委員会においても議論を進めていただいたところですが、これまでの議論

も踏まえまして教育大綱にどのような内容を盛り込んでいくのか、さらに議論を深めてい

ただく必要があるという観点から、本日はこの間の教育委員会での議論を踏まえまして論

点を整理したものを作成いたしましたので、これを資料といたしまして議論を進めていた

だきたいと考えてございます。 

 また、この教育大綱の策定に当たりましては、国の教育振興基本計画における基本的な

方針を斟酌しつつ地域の必要に応じて定めるということになってございますので、本日は

この資料を参考として付けさせていただいております。これもあわせてご覧いただきなが

らご議論を進めていただきたいと思っております。 

 それでは早速、資料の説明をさせていただきます。まず１、教育大綱の位置づけでござ

いますが、再確認をさせていただきますと、教育大綱の定義といたしましては、自治体の

教育、文化振興に関する目標や施策の根本となる方針を定めるということでございまして、

先ほど申しました国の教育振興基本計画の基本的な方針を斟酌しつつ、地域の実情に応じ

て定めるということでございます。 

 区といたしましては、基本構想を現在改定作業してございます。及び総合教育会議での

議論を踏まえながら区長が策定してまいりたいと考えているところでございます。 

 次に、教育大綱の論点として現状で整理したものでございますが、次ページをご覧いた

だきたいと思います。前回、総合教育会議でお示しした内容を踏まえまして議論をしてい

ただいたものということで、左側のとおり７つの視点で整理をさせていただいています。 

 まず、１点目、学校教育でございますが、自ら学び、考え、行動する力の育成、あるい

は連携教育といった視点、心の教育への注力、規範意識の向上といったところを論点とし

て整理をさせていただいたところでございます。 

 ２点目として、地域との連携では、地域に開かれた学校づくりや子育てを支援する環境

づくりといったところを整理させていただいております。 

 ３点目といたしましては、生涯学習、スポーツ・健康づくりといったところで区民の方々

が主体的に参加するための基盤整備、あるいは東京オリンピック・パラリンピックを契機

とした活動の意欲増進といったところを整理させていただいております。 

 ４点目といたしまして、学習機会の確保ということで、すべての人たちのライフステー
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ジに応じた学習機会の確保が必要かなというところで論点の整理をさせていただいており

ます。 

 ５点目でございますが、社会変化への対応といったところでございまして、昨今の情報

化・グローバル化への対応や、大学等の多様な主体との連携、伝統文化等の地域資源の活

用といったところが視点としてございます。 

 それから６点目、教育・子育て施設といたしましては、やはり安全・安心で快適な施設

ということがあるかと思います。 

 最後に７点目といたしましては、それらをこれから進めていく施策を支える財政基盤と

して持続可能な行財政運営というところでございます。 

 １枚目に戻っていただきまして、３、策定に係る手順でございます。前回の総合教育会

議では、今回素案策定の予定になってございましたけれども、議論を深める必要があると

いうことで、今年１２月ぐらいを目途に素案の作成、意見交換、パブリックコメントを経

て、来年度の６月ぐらいには大綱作成という予定に改めてさせていただきたいと思います。 

 最後に参考資料としてお付けしました、国の第２期教育振興基本計画をご説明させてい

ただきます。 

 「第２期教育振興基本計画」と書かれたペーパーを見ていただきたいと思いますけれど

も、教育振興基本計画の予定は、平成２５年から平成２９年までの期間の総合計画となっ

ておりまして、区が教育大綱で斟酌すべき部分といたしまして、このうち成果目標の部分

を指しています。 

 参考資料の「８のミッション」と書かれた部分でございます。項目といたしましてはご

覧のとおりでございますが、「生きる力の確実な育成」、「課題探究能力の修得」、「自立・協

働・創造に向けた力の修得」、「社会的・職業的自立に向けた力の育成」、それから、「新た

な価値を創造する人材、グローバル人材等の養成」、「意欲ある全ての者への学習機会の確

保」、「安全・安心な教育研究環境の確保」、最後に「互助・共助による活力あるコミュニテ

ィの形成」。このようなところが国の教育振興基本計画のミッション、成果目標ということ

で議題になっているところでございます。 

 資料の説明については以上でございます。活発なご議論をよろしくお願いいたします。 

 

［経営室長］ 

 それではただいまのご説明の内容につきまして、ご質疑等はございますでしょうか。 
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［区 長］ 

 ご質疑というより発言をさせていただきたいのですけれども、教育大綱は一応区長部局

側の担当が基本的に進めてきているわけですけれども、次にもう決めますよというふうに

議論を進めるという想定でやってきたのですが、論点という形で出ているものを見ても、

非常に抽象的で、かつ、内容的に簡単。意味深い言葉は書いてありますけれども記述とし

ては簡単なものになってしまっているという印象です。こういうもので大綱も割合簡素な

ものにしてしまうということでいいのかどうかということを私なりに少し考えました。結

果としてこうなるならこうなるでもいい、簡素なものになるならなるでいいのですが、や

はり言葉をもっときちんと絞っていくということをやっていく上では、現状や現状に対す

る評価、目指すべき方向性、そういったことについての土台になる議論や、あるいは資料

といったものをもう少し、細かいヒアリングというのは難しいかもわかりませんが、事務

的な作業も含めて、途中での委員会でのご議論なども含めて、もう少し深めて議論を進め

たほうがいいのかなと思いましたので、日程的にももう少し議論のできる、時間のとれる

ような日程ということで少し改めさせていただき、今日は改めて「策定にかかる今後の手

順」を含めてご提案させていただいたところです。 

 その際、もう少し議論の肉づけをと考えたときに、改めて国の教育振興基本計画でいっ

ている、ここでは８つのミッション、成果目標ということが抜き出されていますけれども、

そういったようなことについても一通り見て、共通認識をつくりながら議論を進めていっ

たほうがいいのかなと思ったものですから、今日はこんな形での議論の素材のご提供とい

う形にさせていただきました。 

 

［経営室長］ 

 ただいまの区長の発言を踏まえまして、先ほどの資料等についてご質疑をどうぞ。 

 

［増田委員］ 

 私もこれをぱっと見たときに何か中野区らしさというのが出ていないなと思ったのが正

直な感想なのです。国からも地域の実情に合わせて定めるというふうに言われていますの

で、もっと中野区らしく、それが田中区長が言われるような言葉の選び方であるのかわか

らないのですけれども、これまで学校をいろいろ見せていただいた中でも、鷺宮小学校の
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地域の方々の指導員による読み聞かせなどというのはすごく特徴的ですし、いくつかの学

校の校歌を見せていただいたときにも、上鷺宮小学校の校歌は、最初からカエルが登場し

てきて、すごくユニークで特徴的でおもしろかったのです。だから、そういう独自の中野

色といいますか、中野らしさをいろいろなところで盛り込む。どこをどうすればいいとい

うのはまだわからないのですけれども、そういうことを盛り込んだほうがいいと思います。 

 

［渡邉委員］ 

 今年からこういった教育大綱を定めるためというか、総合教育会議が開催されて３回目。

２回を経てきた時点で、どういうものをやっていくのかなというのが少しわかってきたと

ころでございますが、中野区には教育ビジョンというのが１つあって、教育大綱と教育ビ

ジョンのあり方がその中で整理されていない。例えば教育大綱を作ったときに、教育ビジ

ョンがあるのに、大綱が後から作られて今までのビジョンはどうなるのだという話もあり

ますし、教育大綱が作られてその後にビジョン、そちらはいいとは思うのですけれども。

やはり少しお互いがどこを目標にしているのかというのが、我々の中でも完全に整理がで

きていないのではないかなというふうに思います。 

 確かに総合教育会議というのは、区長と教育委員会が協議する場として考えられたわけ

ですから、やはり区全体としてビジョンが、教育委員会のビジョンなのか、もう一回そこ

から整理をしないと、どれが方針なのという、そのあたりは少し、もう一度検討し直して

いただきたいと思います。 

 今、増田委員が言われたように、対象者という点につきましては最初から言われて、こ

れは、すべての区民を対象にするということについては全く異論はないのですけれど、そ

の次に人物像とか、いろいろと決められた形でいくのでしょうけれども、人物像なのか教

育目標なのか、並列して並べていますけれど、そういったあたりの中野区らしさ、また我々

中野区の教育委員会、または区長側がどういう教育をしたいのか、どういう人物をつくり

たいのか、そのあたりをどういうふうに重点的に大綱においては、この点について決めて

いただきたいなと思います。では、我々が決めているかというとまだその余裕も実際には

委員会のほうにはないのですけれども、そういう方針で決めていかないと、だんだんアク

ションにあわせて、ミッションにあわせて、実情にあわせて言葉を変えていくというもの

ではないように常に思っています。これは個人的な意見もかなり入っているのですけれど

も、ご説明をちょっといただきたいなと思います。 
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［区 長］ 

 教育大綱は区としての大綱ということですね。教育委員会は学校教育を実際に運営して

いく行政委員会ですので教育ビジョンを持ち、さまざまな方針を持って実際に教育行政を

運営していただくので、地教行法で定められている権限のもとに仕事を進めていただきま

すが、今回の教育大綱については、特にこれからの地域に開かれた教育、地域の中にある

教育ということを考えていくとき、教育機関も地域全体の成り立ちがなければ立ち位置が

定まらない部分もあると思いますので、そういうことを踏まえて行政体として、全体に対

して責任を持つ首長の立場で全体を見渡した大綱をまず作ると理解しています。 

 ですから、そういう意味では渡邉先生がおっしゃったような大綱とビジョンの関係でい

うと、基本は大綱があってそれを踏まえたビジョンがある。それに向けての日程というこ

とでやっていけばいいのだ。今のビジョンも変更というか改定の時期に来ますので、それ

でいいのだろうと思っています。ただ、ビジョンそのものの話になったときには、それは

教育委員会マターになりますので、大綱を踏まえた上で教育委員会として考えていただけ

ればいいし、国の資料を見ても別段大綱に拘束されていないと思います。拘束だ非拘束だ

ということではなくて、地域全体としての教育のあり方ということについて議論したり、

合意を深めるということをこの場でした上で大綱を作っていくことがまず肝要であると思

っています。 

 おっしゃったように、ちょっと簡単過ぎるというところがあったものですから、もう少

し増田委員がおっしゃったように、学校の特徴、地域の特徴、中野の特徴、そしてまた地

域の人の思い、区民の思い、そういったものをもう少し現状を掘り下げてみたり、問題点

をきちんと整理してみたりということを作業としてやっていったらどうなのかなと思って

います。 

 

［田中委員］ 

 私もその話にはすごく賛成なのです。せっかく今、時間をいただいたので、やっぱりそ

こを深く掘り下げてみるのがいいのだろうと思います。 

 現状の教育ビジョン第２次を改めて見てみると、かなり細かくいろいろ書き込んであっ

て、今回提出してもらった資料のこういったことも、冒頭の例えば教育理念とか目指す人

間像の中で非常に丁寧に書かれているのですね。そういうのを見ると逆に、今の教育ビジ

7 
 



ョンの中から大綱が定めるべき部分と、ビジョンが定める部分をすみ分けて、大綱とビジ

ョンが１つのセットで中野区の教育というふうな形になってもいいのかなと。今日の資料

は多分、第２期の教育振興基本計画をかなりベースにして作っているのではないかという

内容に思いますので、そこにさらに増田委員が言った中野らしさとか、そういったことも

含めてうまく整理できるとまたいい形ができるのかなと思いました。 

 もう１点、区のいわゆる最上位の構想、基本構想がある。今まではその基本構想の下に

ビジョンがあったのですけれども、今度はそこの間というのですか、基本構想と教育大綱

の位置づけというのがどうも我々委員の中で議論していても明確にならないのですけれど

も、構想があって、大綱があって、ビジョンがあるということでしょうか。 

 

［区 長］ 

 役人はそういう議論が大好きです。計画体系とかすぐ言い出すのですね。基本構想があ

って、分野の個別計画があって、その下にまたいろいろなプランがあって、計画体系みた

いなことを議論するのですけれども、それに当てはめると、基本構想があって、教育大綱

があって、教育ビジョンがあるということだと思うのです。基本構想が中野区の将来の 

１０年後、もっと長い将来を見据えて１０年後中野区はどうあるべきかということを行政

運営していく上での目標とする姿を示すということで書いていますので、具体的に教育の

面で、どういう人づくりであるとか、何に重点を置くべきかであるとか、評価の中身の内

容についてどう考えるべきであるとか、そういったところまで推し量れるというのは少な

いと思っています。それよりはやはりもう一歩教育という点に踏み込んだというところで、

かつ、地域全体としての合意、あるいは区民の負託を受けた立場での区長としての考え方、

そういったものを加味しながら大綱を作って、区民にお示しをしていきたいと思います。 

 先ほどの渡邉先生のお話につながりますけれども、ビジョンはビジョンということで、

これはあくまでも教育行政、実務を運営していく上での必要なビジョンということですか

ら、大綱とはまた密度というか、細かさが違ってくると思いますし、踏み込む場合も違っ

てくると思います。大綱を踏まえた上で大綱とはまた別にビジョンを作っていただく。そ

ういうことでやっていきたいと思っています。 

 

［小林委員］ 

 冒頭、区長から大綱は最終的には簡潔なものになるかもしれないけれども、そこへいく
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までにはしっかりとした議論とかそういった背景があって集約している。本当にありがた

いと思います。 

 国の基本構想を見ていますと、例えば社会を生き抜く力の養成ということで４つに分け

て、最初は幼稚園から高校、それから大学、生涯学習というライフステージというのでし

ょうか、ステージごとだということで、それぞれの目指すものを示したものですね。です

から、先ほどの作業を進めるに当たってということなのですが、やはり区民全体にとは言

うものの、例えば幼児期、義務教育だとか、その後、ステージごとに検討していくことが

大事なのかなと思います。 

 その中で、今お話をしたかもしれませんが、今回法改正で義務教育のあり方にかなり柔

軟性を、ようやく区や市の裁量を持つことができるということですので、中野区として義

務教育をどういうふうにやっていくかということは、非常に問われてくることなのだろう

と思います。これまで連携教育という形で、これを小・中のあり方を一緒に良さをという

ことでやっていましたけれども、今度は制度上それを踏み込むかどうかは別として、その

タイミングとか、そこら辺のステージも大事かなと思います。 

 それぞれのステージの中で、いわゆる不易と流行みたいなのがあるのですけれども、ど

ちらかというと不易の部分をしっかりと押さえつつ、そして制度運用をやっているのは中

野らしさをどういうふうに加味していくか。その作業を踏まえていくことが大事かなと思

っております。 

 

［区 長］ 

 連携ということでいうと、小・中連携は、もちろん大事だからそれは進めなければいけ

ないと思っていますが、小・中連携にとどまらない、面としての地域やさまざまな関係機

関、関係団体との連携というのもすごく大事な連携だと思います。中野は保・幼・小連絡

会議みたいなものがあって、保育園・幼稚園と小学校との連携というのもあります。幼稚

園は運営している皆さんが完全に教育という意識でやっていますけれども、保育園も幼稚

園と同じぐらい教育というミッションを持っていますので、保育園と幼稚園との連携、さ

らに言うならば、妊娠、子育ての切れ目ない支援ということも今言われています。教育プ

ロセスというふうに具体的に考える以前の妊娠、出産、子育て前期のあたりや地域的な働

きというところも、そこで教育活動として何ができるかは別にして、教育を考えるという

上で視野に入れて、幅広い年代層を縦に貫く連携、それからその時代、その地域といった
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広がりを見た、横で見た連携というものを考えていく連携のあり方というものを、中野と

してはぜひ進めていきたいと思っています。 

 

［教育長］ 

 今日、国の教育振興計画をちゃんと示していただいたのですけれども、その中で８つの

ミッション、成果目標の説明をしていただいて、イメージとして先ほど小林委員もおっし

ゃったように、中野区として義務教育をこれからどうしていくのかということも議論して

いかなければいけないですし、１つ１つの課題について目標というか、どういうことがあ

るべき姿で、中野区教育委員会も中野区と一緒に進んでいかなければいけないかなという

方向性をそれぞれの事象ごとに明らかにしていく必要を、この大綱の中で示していくのか

なと思っています。そういうことであれば、今日ご提案いただいたようにやっぱり時間を

かけて、教育委員会でこれから１つ１つの事象についてあるべき姿というのを議論させて

いただきたいと思います。そのことがビジョンの改定にもつながってくると思います。 

 

［区 長］ 

 １つは基本計画の８つのミッションということは、１つの考える糸口、議論の糸口とし

て使っていいと私は思うので、こういった部分をとらえながら、この観点から見て中野区

の現状はどうなのだろう、目指すべきことはどうなのだろうということを分析とか検討し

ていくということはあっていいと思いますし、ただ、中野という観点から見たときの濃い

薄いとか、いや、こうではないのではないか、あるいはこういうことがあったほうがいい

のではないかということもあわせてつけ加えていく項目もきちんと視野に入れて議論を整

理していけばいいのかなと思います。 

 

［経営室長］ 

 それでは、本日の議論の整理をさせていただきます。まず、冒頭区長からありましたよ

うに、論点についてまだ抽象的な部分があるということで、現状の評価など事務的な作業

を通じて教育委員会の議論も踏まえ、今後時間をかけて少し議論をしていくべきではない

かということが伺えました。 

 また、増田委員からも中野らしさという部分、独自の観点を盛り込んだほうがいいので

はないかというお話がございました。また、複数の委員からは中野区の教育ビジョンと大
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綱の位置関係、こういったものをどう整理するのかというお話もございまして、ビジョン

につきましては教育委員会が仕事を進めていく上で指針となるものということで、それは

これまでどおり進めていっていただくのですが、あくまでも大綱を踏まえた形の上での議

論を整理、ビジョンを整理するようなことも確認させていただいております。 

 また、大綱が定めているものとビジョンが定めているものをどう整理していくかという

お話もございましたので、これも教育委員会の中でもまたご議論いただきたいと考えてお

ります。 

 また、基本構想と大綱の位置づけというようなお話もございましたが、そういったこと

も踏まえて区長側、それから教育委員会の論点を整理させていただきまして、今後、確認

したいと考えています。 

 また、小林委員からも今後、それぞれのライフステージの部分で目指す姿を検討してい

くべきではないか。また、その中で連携をとるという視点も盛り込むべきではないかとい

うお話もございました。そういった中で区長からも教育の考え方にも幅広い年代層、特に

妊婦、それから乳幼児期も踏まえた幅広い年代層を視野に入れて連携を求めた議論をして

いくということも確認されたと考えてございます。 

 最後は教育長から、改めて時間をかけてこれについては議論すべきだというお話も出て

いますので、国が示す基本計画の８つのミッションについて、中野区の現状はどうか、書

き加えるものがあるかどうかということについても今後議論を深めていくことで整理をさ

せていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 それでは、ここで区長から最後に発言をさせていただきます。 

 

［区 長］ 

 現在、区として基本構想の策定を進めています。基本構想の議論も踏まえたうえで教育

ビジョンをお作りいただいているところです。基本構想策定の議論の中では、どういう中

野区であるべきかということを詰めて議論を進めているところですので、そういうことも

踏まえながら教育大綱というところにブレークダウンしていくという作業をこれからして

いきたいと思っております。途中でもそれぞれ資料のやりとりとか、議論の流れの問題点

の共有とか、そういったことについて緻密に行いながら作業を進めさせていただければと

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 
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［経営室長］ 

 以上で本日予定いたしました協議は終了いたしました。その他として教育委員会から何

かございますか。 

 

［教育長］ 

 ございません。 

 

［経営室長］ 

 なければ、本日の会議はこれをもって終了いたします。なお、次回の会議につきまして

は、改めて開催日程を調整いたしまして通知を差し上げますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 本日はありがとうございました。 

 

【午前１１時３２閉会】 
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